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TiCla とアミン類及び有機アンチモン化合物との反応 (Complex 1)，および AIEta とアミン類及び有
機アンチモン化合物との反応 (Complex II) を詳細に検討した結果 Ti，及び Al と Sb 間に多数の有機
金属錯化合体が出来ることを見出し， 且つ錯体の生成状、況， 構造を NMR スペクトノレ， 電導性等に
ついて研究し多くの新知見を得ている。(論文の後半は新錯体の合成およびこのような有機金属化学的
な研究が主となっている)乙れらの研究の結果から第三成分は容易に優先的に AlEta と結びつきイオ
ン性の錯体を生じ，これのイオン性のために容易に TiCls (固体)と反応し，配位と Ti のア Jレキ jレ化
が行なわれ活性なオレフィン触媒座となるものと説明した。以上同君の研究は Ti および Al とアンチ
モニウムとの有機金属化学に大きく寄与するとともに三成分系オレフィン重合触媒についても一応合
理的な触媒生成機構を与えたものである。よってこの論文ならびに同君の参考論文は理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認められる口
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